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否定表現
　最近の書き物はストレートな表現が多用され
るようになってきました。私は理系人間ですか
ら、テクニカルな書き物はとことん簡明を尽く
しますが、しかし世の中にある書き物までやた
らに「簡明に」なりつつあるのは、それはそれ
でまた問題ありと思うのです。
　何を言いたいかと申しますと、日本には遠慮
がち（？）に物を言う「否定表現」があったの
ですが、最近は、消極的印象を与えるとして使
用を避ける傾向があります。ところが、私の専
門である「論理」の分野では、また次のような
話もあります。いま世の中に、常に真実を言う
「正直者」と、常に全否定を言う「嘘つき」と
がいたとして、そのいずれであるかが不詳なＸ
氏が自分をアピールするため「私は正直者の金
持ちです」と言ったとしたら、本当のところＸ
氏は正直者の金持ちなのでしょうか。
　可能性として、もしＸ氏が正直者なら真実を
言いますので、彼の言葉からＸ氏は金持ちであ

ることがわかります。しかし、もしＸ氏が嘘つ
きなら否定を言いますので、彼は正直者の金持
ちではないことになります。ゆえに、Ｘ氏が本
当は「正直者の金持ち」か「嘘つきの金持ちor
貧乏人」かは判定しようがありません。
　別の表現法として、Ｘ氏が「私は正直者の貧
乏人ではありません」と言ったとします。もし
Ｘ氏が正直者なら真実を言いますので、彼の言
葉からＸ氏は正直者の金持ちであることがわか
ります。また、もしＸ氏が嘘つきなら否定を言
いますので、正直者の貧乏人であると主張して
いることになり、アピールに矛盾が生じます。
ゆえに、間違いなくＸ氏は「正直者の金持ち」
であることがわかります。
　そう言えば、初対面の人から「俺は正直だ。
信じろよ」と言われても、なかなか信じられま
せんよね。でも、普段いい加減な人から真顔で
「私はそれこそ根っからの嘘つきというわけで
はないんです」などと言われると、信じても良
いような気になるから不思議です。
　否定表現は、時として自己を強力にアピール
します。そのようなことが「遠慮がちな日本文
化」に潜む独特の鋭さでもあると思うのです。 

広報委員　鈴木　寿（理工学部教授）

92

　

１
９
７
０
年
代
初
頭
ま
で
、「
政
治
参

加
」
と
い
え
ば
、「
学
生
運
動
」
の
こ
と

で
し
た
。
い
ま
は
、「
議
員
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
の
時
代
の
よ
う
で
す
。

　

特
集
「
中
大
生
の
９
・
11
総
選
挙
」
は
、

先
の
総
選
挙
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
た

学
生
の
座
談
会
で
す
。「
今
度
は
自
民
党

に
投
票
し
た
が
次
は
民
主
党
」
と
い
う
発

言
に
あ
る
よ
う
に
、
政
党
選
択
が
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
で
は
な
く
交
換
可
能
な
柔
軟
性
を

も
ち
、
ま
た
「
議
員
イ
ン
タ
ー
ン
」
も
特

別
な
も
の
で
は
な
く
、選
択
肢
と
し
て「
企

業
イ
ン
タ
ー
ン
」
な
ど
と
「
ヨ
コ
並
び
」

し
て
い
る
風
景
を
お
も
し
ろ
く
感
じ
ま
し

た
。
自
民
１
党
支
配
の
「
55
年
体
制
」
か

ら
２
大
政
党
制
の
「
05
体
制
」
へ
、
な
ど

と
表
現
さ
れ
ま
す
が
、
学
生
の
意
識
面
で

の
「
05
年
変
化
」
も
興
味
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

今
季
号
は
３
大
特
集
号
で
す
。「
私
の

20
歳
の
物
語
」
は
、
読
者
そ
れ
ぞ
れ
に
自

分
の
物
語
に
重
ね
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

（
広
報
課　

田
中
紘
太
郎
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】
05
年
秋
季
特
別
号
で

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
４
ペ
ー
ジ
）
谷
川
聡
氏
の
ル
ビ
を「（
た

に
が
わ
）
さ
と
る
」
に
訂
正
し
ま
す
。

（
41
ペ
ー
ジ
）
文
中
の
「
国
分
」
は
専
門

商
社
で
し
た
。




